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財務分析の要点

第 章3



Introduction

キーワード

▶財務諸表は「過去」の話

▶財務諸表の数字を単純に鵜呑みにしない

▶様々なシナリオを想像できる発想力が必要

　財務諸表を正しく読む力とともに、「なぜこのような結果と
なったのか」と原因と背景にまで思いを巡らすことができる力
を身に付ける必要があります。「財務諸表を豊かに考えてみる」
ことの重要性について学びましょう。

財務諸表の読解力と想像力
を高めよう

１．財務諸表とは
財務諸表とは、会社の経営成績と財政状態を表す報告書です。お金に関係すること

について様々なことを網羅しています。ただし、財務諸表は過去の話でもあるのです。

過去１年間の売上や諸経費などの収入と支払をまとめた損益計算書、過去のある特定

日現在の資産や借入の残高を表示した貸借対照表が主な資料です。したがって、財務

諸表を読むということは、過去の動きを確認して、結果としての企業の懐具合や健康

診断を、ある時点で点検するということになります。

　財務諸表はすべて、過去の結果の報告にすぎませんから、現在とこれからのことに
ついては、さらに詳しく状態を知るためのヒアリングをしていく必要があることも忘
れてはいけません。

「なぜこのような結果となったのか」と原因と背景を把握しておくことが、会社の

動きの傾向値としての参考軸にもなります。ましてや、金融機関として融資をする場

合に重要になってくるのは、過去の結果よりも、これからどうなるのかという「先を

読む」ことです。「返済ができる、できない」との判断は、過去の傾向値を参考に、

これから想定される要因を加味して、返済能力を検討することになります。

したがって、与信判断をするためには、決算書で示された数字の根拠となっている

1
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背景をより細かく、かつ正確に把握する必要があるわけです。

例えば、売上高の数字を考えてみましょう。当然、売上高の全体には、様々な客先

との１年間の取引の結果でできあがっているわけです。どのような客先がどれくらい

の売上を占めていて、現状と今後は、前年と同様の取引高が見込めるのだろうか、同

時にどのような業種・業態との取引が中心で、業界としての過去と今後の成長性によ

っては、大きな影響を受けることになります。

したがって、与信判断先の売上高がいくら高い数字でも、その数字はあくまでも結

果であることから、今後の数字の保証したものではないということです。だからこそ、

売上高の背景の特徴を把握して、今後の見込みや傾向を予測することが、なにより重

要であるということです。

同様に、貸借対照表上でいくら多額の資産を所有しているからといっても、その評

価は購入した時点での値段であって、現在はその価値がない場合もあります。同時に

どのような経緯でその資産を所有するに至ったのかには、当然、歴史があるわけです。

また所有している資産が売上高を上げるために、どのように使用されていて、今後も

その成果を生み出せるだけの可能性があるのか、あとどれくらいの期間使用が可能な

のだろうか、すぐに更新せざるを得ないこともあるのです。

以上の例で説明してきたことでいえることは、財務諸表の数字を単純に鵜呑みにし

図解６ 財務３表

第２章 ６ 融資判断に必要な徴求書類 
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てはいけないということです。与信判断時に正しい判断をする場合においても、また、

金融機関としてのビジネスチャンスを拡大させるためにも、数字の抱えている背景と、

数字から想定される現状と今後の動きや可能性を豊かに考えるなど、様々なシナリオ

を想像できる発想力が必要であるといえるのです。豊かな発想で、仮説を含めてヒア

リングを展開することが金融機関行職員として必要な営業力でもあるのです。

財務分析をするにあたって、自己資本比率や流動比率などの財務指標を計算できて、

それぞれの意味を理解することは非常に大事なことです。しかし、それ以上に重要な

ことは、上記で説明したように「財務諸表を豊かに考えてみる」ことであり、「数字

の意味や変化の背景のシナリオをどれくらい豊かに想像できるか」、こちらのほうが

もっと大事なのです。

２．三表を一体で捉える
財務諸表には「貸借対照表」「損益計算書」「キャッシュフロー計算書」の基本三表

があります。経営者にとっては、この三表を常に一体で捉えることが通常となるため、

ここでは、少し具体的な事例で見ていきたいと思います。

はじめに、図解７を見てください。ここでは、財務の基本構造を「資産・負債・純

資産・収益・費用」の５つの国と捉えて考えを進めていきます。財務は、資産という

図解７ 財務の基本構造を「５つの国」と捉える

第３章 １ 財務諸表の読解力と想像力を高めよう 
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国を中心に動き出します。この資産の国の増減の理由が、それぞれの国の内容から読

み取ることができるのです。

それでは、「資本金100」で会社を設立した場合で説明していきます。図解８にお

金の流れを示していますので確認してください。「資本金100」で会社を設立した場合、

資産に「預金100」が入ってきます。その理由の相手として、純資産に「資本金100」

が入ります。

次に「預金20」を使って機械を購入した場合、資産のうち「預金20」が減って、

同じ資産のなかで「機械20」に移動します。

次に「預金50」を使って「広告宣伝10」と「接待10」・「給料30」を支払った場合、

資産の「預金50」が、費用の「広告宣伝費10」と「接待交際費10」・「給料30」に移

動します。この時点で、「預金30」となります。

次に、営業活動の成果により売上があがり、「預金70」を回収した場合、収益の「売

上高70」と資産の「預金70」にそれぞれ増加します。これで、一連の仕事が終わっ

たとしましょう。

そうすると、資産の「預金100」と「機械20」の合計が「120」、費用の「給料30」

と「広告宣伝費10」と「接待交際費10」の合計が「50」となり、この結果、左側は、

資産と費用で「170」となります。

右側については、負債は「０」、「純資産100」と「収益70」であることから、右側

は「170」になることがわかります。

ここで、シナリオを右と左の関係から考えてみましょう。

今期は、「出資のお金100」と「売上で稼いだ70」のお金が、左側の資産に入って

きました。右側のことを「調達」といってお金の入り方を表します。

そして左側は、右側から入ってきたお金のうち、会社に資産として残っている分「120」

と、費用として売上高を上げるために使われた「経費50」といえます。左側はお金

の行先であり「運用」といいます。

以上で説明してきた調達と運用で企業の財務を見ることが、財務分析でも最も大事

な見方であるといえます。つまり、お金の流れで考えることです。お金の流れには背

景がありシナリオがあるのです。今回は「出資のお金100」で設備投資や営業経費に「70」

を投下して、結果として収益に効果を出して、「売上70」を稼ぐことができました。

調達構造も出資のお金と収益のお金のみで負債による調達はなく、評価できるお金の

入り方ともいえます。
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図解８ お金の流れで考える  
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結果としての数字に至るまでには、売上に貢献できる機械の選択と効果的な使用が

できていました。同時に広告宣伝や接待によっても、狙いどおりの売上高に上げるこ

とにつながったといえます。

今後、売上を伸ばしていくには、現在使用している機械をさらに増設することがよ

いのか、広告宣伝の方法や広告宣伝に費やす金額を増加させることが有効なのだろう

かを検討する必要があるでしょう。もし、機械を増設するには、内部留保で積み上げ

ることや増資などの純資産を増加させることで調達をすることがベストでしょう。も

し融資という負債の調達というかたちで支援できれば、金融機関としてのビジネスに

つなげていくことができます。

３．財務諸表は全体を見る
以上のように、財務諸表は全体で見ていくことが大事です。財務諸表のどこの数字

が動いても、シナリオがあるわけです。特に、損益計算書の数字が動く場合には、直

接、貸借対照表の数字にも変化を与えます。また、貸借対照表の資産の動きが、売上

や受取配当金や受取家賃など損益計算書に変化を与えることになります。

したがって、財務諸表を見るときは、単純に売上高の動きだけ見るのではなく、同

時に資産の動きや費用の動きと並行して考えてみることが重要であるといえます。

　数字の変化に目を付けて、財務諸表全体の色々な要素に繋げて数字を考える。こ
のように、背景を豊かに考えることが、企業経営と金融機関のビジネスが互恵関係に
なると言えるのです。
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Introduction

キーワード

▶過去から現在までの資産の動きの積み重ね

▶資産・負債・純資産のバランスで安定性をみる

▶バランスの大きな変化を見逃さない

　貸借対照表は、企業の資産と負債の残高である財政状態を表
す資料です。ここでは、この貸借対照表を読むことで「何がわ
かるのか」を解説していきますので、それぞれの項目を正しく
学びましょう。

貸借対照表から何がわかるのか2

１．貸借対照表とは
貸借対照表は、企業の資産と負債の残高である財政状態を表す資料です。そして、

企業の経営の歴史の蓄積が載っている資料ともいえるのです。後述する損益計算書と

いうのは１年間だけの収入と支出の結果ですが、貸借対照表は過去から現在までの資

産の動きの結果が積み上がってきているのです。

２．運用と調達のバランスで見る
大きな捉え方で、貸借対照表を見ることからスタートしてみましょう。

まず、左側の資産の合計金額に対して、先に説明した右側の調達である負債と純資

産の金額のバランスを見てみましょう。当然、すべての資産の出どころの理由が、右

の負債と純資産にあるわけですから、その割合で会社の資産の健全性や懐の大きさが

測定できます。

「負債とは、返さなければならないもの」ですから、もし、資産の調達の相手がす

べて負債であれば、最終的に会社には何も残らないということになります。逆に、資

産の調達の相手がすべて純資産であれば、財産がすべて自分のものだということがわ

かります。これは、経営的にも負債を返す必要もなく、自由に資産の使い方を考えら

れますし、もし何か事故が起きたとしても、所有している財産が少し減るということ

になります。負債の調達の場合であれば、事故で資産だけが減ってしまったら、負債
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だけが残ってしまうという非常に苦しい状態になってしまうわけです。

金額の大きさによっても余裕の度合いに違いが出てくることは当然です。特に、純

資産の内容が利益剰余金である内部留保による積上げであれば最高です。資産の調達

が内部留保であれば、商売上の儲けのお金ですべて賄え、損失が出ても過去の儲けの

掃出しに過ぎないともいえるからです。

したがって、貸借対照表の資産・負債・純資産のバランスからは、企業の安全性や

余裕が見えてくるといえます。

３．資産の持ち方から見る
資産の所有の仕方は、業種・業態によって特徴が出てきます。例えば、製造業と金

融業を比較した場合、製造業では、大きな工場や生産設備が必要になることから、所

図解９ 財務の基本構造とお金の流れ

運用

資産
負債

右で資金を集めて
　左で活用する

・預金の運用

・販売先への貸し
　（掛けや手形）

・財産の購入

・株の投資

・金の貸出し

　他人資本
・仕入れ先からの借り
　 （掛けや手形）
  ・銀行からの借入
  ・税務署からの借り
 　（未払いの税金）

　自己資本
・株主からの受入
　 （資本金）
  ・利益の積上げ

純資産

【財務の基本構造とお金の流れ】

（お金の使い道） （お金の出所）

調達

第
３
章

財
務
分
析
の
要
点
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有している資産は固定資産が多くなると考えられます。そのうち、特に有形固定資産

という土地・建物・機械などの不動産や動産を活用して商売を行っています。

一方、金融業は確かに本社や支店などの不動産も所有しているでしょうが、お客さ

まから預かった預金を活用して取引先に融資したり、債券で運用したりして商売をし

ているわけですから、圧倒的に流動資産が多くなることは容易に想定できると思いま

す。

また、不動産賃貸業であれば、お客さまに貸す建物や土地である固定資産を所有し

て商売をしていますし、スーパーマーケットなどの流通業では、大きな店舗を構えて

いることから固定資産を所有していると同時に、販売する商品も数多く陳列している

ことから流動資産も多く所有して商売をしています。

以上のことから考えると、それぞれの業種・業態ごとにみれば同じような資産を所

有しながら事業を行っています。そのため、もし、この流動資産と固定資産のバラン

スが大きく変化した場合や同業他社と比べて異なる点がみられる場合は、経営上で事

業の内容に何らかの動きが生じていると考えるべきです。

４．流動資産から見えてくる企業の動きは何か
流動資産は１年以内にお金になる、比較的動かしやすい資産が中心です。例えば、

現金・預金・有価証券などの流動的な「金融資産」や、受取手形・売掛金などの商売

に関するツケである「売掛債権」、それに、商品・製品・仕掛品・原材料・貯蔵品な

ど「在庫」といわれる「棚卸資産」が中心です。それ以外では、資産を売却した際な

どで受け取っていないお金である未収金や、短期でお金を貸している場合の貸付金な

どがあります。

プラスワン

当座資産
特に、現金に近い金融資産や売掛債権のことを「当座資産」とも呼んで区別して

います。流動資産に潤沢にお金があるということ、特に当座資産の残高が多いという
ことは、払えるお金をたくさん持っていると考えられます。
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